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編集/企画部広報課
足 立 区 千 住 一 丁 目50

( 882) 1111
第二庁舎　( 889) 6161

人口面積( 54. 10. 1)
世帯　208, 230
人 口　626, 691

男　317, 258
女　309, 433

面 積　53. 25 ㎞2
人口密度　11, 768 人/ ㎞2

第八回

世論調査

魅
力
あ
る
町
―
足
立

七
〇
%
以
上
の
方
が

愛
着
を
感
じ
住
み
続
け
た
い
と

区では、6 月下旬 から7 月 の始 めにかけ て、区政 に

関する世論調査」を実施 しまし た。今回 の調 査は、地

域意識 、防災、スポーツという問題 を中心に 、お たず

ねし ました。調査対象は、区内にお住 まい の満20歳 か

ら80歳未満の男女2, 000人で、回収率は80. 2% でした。

調査結果 の一部は、次 のとお りです。

住
み
続
けた

い
足
立

(
問
)
あ
な
た
は
、
今
住
ん
で
い
る

と
こ
ろ
に
愛
着
を
感
じ
ま
す
か

「
愛
着
を
感
じ
る
」五
〇
・
四
%

、

「
ど
ら
ら
か
と
い
う
と
愛
着
を
感
じ

る
」二
六
・
九
%
と
、
合
わ
せ
る
と
七

七
%
以
上
に
な
り
、
昨
年
調
査
と
比

べ
「
愛
着
を
感
じ
る
」は
ほ
と
ん
ど
変

化
な
く
、「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
愛
着

を
感
じ
る
」が
五
%
ふ
え
て
い
ま
す
。

(
問
)
あ
な
た
は
、
足
立
区
に
今
後

も
住
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
か
　

「
引
き
続
き
住
ひ
つ
も
り
」と
答
え

た
万
が
六
〇
こ
%

二

事
情
さ
え
許

せ
ば
住
み
た
い
」
の
一
四
・
二
%
を

合
わ
せ
る
と
、
約
四
分
の
三
の
方
の

定
住
意
志
が
あ
り
ま
し
た
。

(
問
)
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
施
策
は
　

一
位
に
下
水
道
整
備
、
二
位
は
保

健
医
療
の
充
実
、
そ
し
て
三
位
に
公

園
の
盤
備
と
緑
の
保
護
で
し
た
。

(
問
)
あ
な
た
は
区
敢
に
関
心
が
あ

り
ま
す
か

「
関
心
が
あ
る
」
二
三
%

、
「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
関
心
が
あ
る
」
三

一
%

、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
関
心
層

は
、
五
四
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
問
)
区
敢
へ
の
住
民
参
加
の
方
法

は
「
町
会
・
自
治
会
を
通
じ
て
、働
き

か
け
る
」
が
三
一
・
九
%

と
、三
人
に

一
人
が
答
え
、つ
い
で

、「
区
役
所
や

出
張
所
の
窓
口
に
伝
え
る
」
が
兄
%

あ
り
、
以
下
「
区
議
会
嶬
貝
に
依

頼
す
る
≒
世
論
綢
應
「
区
長
移
動
応

接
室
に
よ
る
区
長
と
の
対
話

」
と
、

続
い
て
い
ま
す
。

公
園
・
運
動
場

の
整
備
を

(
問
)
出
彊
所
の
あ
り
方
は

「
現
在
の
事
務
を
扱
う
出
張
所
で

よ
い
」が
六
二
・
三
%
と
集
中
し

、「
規

模
の
大
き
な
出
張
所
が
望
ま
し
い
」

は
、
二
(
・
九
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
問
)
荒
川
河
川
敷
と
合
人
森
林
公

箘
に
対
ず
る
希
望
に
つ
い
て

荒
川
河
川
敷
に
整
備
し
て
欲
し
い

も
の
は
「
運
動
場
」「
樹
木
・
木
蔭
」

「
野
球
場
」
「
子
供
の
遊
ぴ
場
」
が

上
位
四
位
を
占
め
ま
し
た
。

舎
人
森
林
公
園
に
つ
い
て
は

、
建

物
な
ど
を
最
少
限
に
し
て

、「
森
林
を

中
心
と
し
た
野
鳥
も
住
み
つ
く
よ
う

な
公
園
」
が
、
過
半
数
の
五
六
・
(
%

を
占
め
ま
し
た
。

(問
)

区
の
防
災
対
策
で
、
特
に
力

を
入
れ
て
ほ
し
い
も
の
は
(

二
つ
ま

で
選
ぷ
)

「
食
糧
や
飲
料
水
の
確
保
」四
五
%

と
、
「
避
難
道
路
や
避
難
広
場
の
確

保
」
四
三
%
に
集
中
し
、以
下
「
救
急

医
療
体
制
の
盤
備
≒
密
集
地
域
の
解

消
や
建
物
の
不
燃
化
≒
防
災
対
策
の
P
R

」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
問
)
あ
な
た
は
、
自
分
の
健
康
の

た
め
に
何
か
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を
し

て
い
ま
す
か
(
敵
歩
や
ラ
ジ
オ
体
操

な
ど
も
含
め
て
く
だ
さ
い
)

「
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を
し
て
い
る
」

三
六
・
二
%

。「
何
も
し
て
い
な
い
」

六
三
・
(
%

で
し
た
。

(
問
)
今
後
、
や
っ
て
み
た
い
ス
ポ

ー
ツ
や
運
動
は

「
テ
ニ
ス
」「
体
操
」
「
野
球
・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
」
「
散
歩
」
「
水
泳
」

の
順
で
し
た
。

(
問
)
交
通
対
策
に
対
す
る
要
里
は

「
自
転
車
専
用
道
路
を
つ
く
る
」

三
七
%
、
「
バ
ス
の
運
行
回
数
を
増

や
す
」
二
(
%

が
上
位
の
グ
ル
ー
プ

で
し
た
。

生
か
し
ま
す

貴
重
な
意
見

以
上
が
、
調
査
結
果
の
】部
で
す

が
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
皆
さ

ん
の
区
政
に
対
す
る
意
識
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
調
査
結
果
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
分
な
検
討
を

加
え
な
が
ら
、
今
後
の
区
政
運
営
や

施
策
の
策
定
賢
料
と
し
て
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん

に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
あ
け
ま
す
。

文化の 日に晴 れの表彰
足 立 区 に 貢 献 し た306 名

去
る
十
一
月
三
日
の
「
文
化
の

日
」
に
、
昭
和
五
十
四
年
度
足
立

区
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

区
の
た
め
に
永
年
尽
力
さ
れ
た

方
や
、
社
会
福
祉
・
公
衆
衛
生
・

教
育
・
産
業
な
ど
に
功
労
の
あ
っ

た
方
な
ど
、
次
の
三
百
六
名
の
方

々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

〔
自
治
功
労
〕
捐
防
団
員
永
售

岡
田
昭
五
　
昼
間
擦
唔
　
森
川
春

雄
須
山
昭
二
　
関
口
常
雄
正

田
正
男
村
越
和
昭
　
田
村
孝
夫

成
川
好
甫
鈴
木
和
夫
青
柳
幸

二
　
杉
山
延
夫
鈴
木
和
雄
平

田
忠
彦
高
橋
松
蔵
小
倉
利
夫

馬
場
秀
勝
　
石
井
安
光
谷
古
宇

徳
次
郎
鈴
木
啓
之
　
高
橋
幸
一

横
山
秀
雄
　
中
村
正
巳
{
町
会
・

自
治
会
長
永
年
‘
村
松
栄
　
亀
山

章
二
郎

'
星
野
正
三
　
有
川
義
雄

{
区
職
員
永
年
三
十
年
以
上
y
鈴

木
保
寿
ほ
か
二
十
四
名
　
{

区
職

員
永
年
二
十
年
以
上
}
北
郷
寅
次

郎
ほ
か
五
十
四
名

〔
統
計
功
労
〕
寺
島
新
三
　
清
水

艮
吉
　
宝
田
博
之
助

伊
藤
亀
十

郎

久
松
常
誠

佐
藤
春
雄

菅

野
甲
子
雄

鈴
木
勝
四
郎

濱
野

政
次

田
代
退
治

牛
詞
保
三
郎

池
田
辰
蔵

笹
岡
仁
作
　
星
通

斉
藤
鉄
太
郎

小
柳
甚
衛
　
杉
山

信
夫

金
子
芳
塲

立
川
治
作

齊
藤
定
助
　
田
中
三
郎
　
吉
岡
武

雄

吉
岡
宏

鈴
木
勇
雄

〔
区
立
学
校
教
育
功
労
〕
《
教
育

事
業
》
吉
田
孝
一
　
{
学
校
保
健

衛
生
y
松
永
芳
三
　
児
玉
正
義

大
久
保
三
千
雄

大
箕
偬
子

金

子
泰
子
　
宮
本
進
　
《
教
職
員
永

年
三
十
年
以
上
)
武
井
保
之
助

雨
宮
憲
治

仲
泊
兼
盛

南
浩

仲
村一

村
田
任
司

鈴
木
敬
一

畏
谷
川
徳
子

樅
山
カ
ヨ
子
　
木

村
林
吉

今
村
猛

橋
詰
道
彦

西
川
昌
己
　
新
谷
勇
　
中
山
公
三

雨
宮
真
澄

渋
谷
匡
子
　
野
口
敬

輔

今
井
扶
美
子

丸
山
い
ち

安
富
道
子
　
上
杉
ヒ
サ

吉
田
智

子
矢
部
武
夫
松
野
英
宣
杉

浦
恵
美
武
藤
幸
子
　
中
村
褊
太

郎
圷
峠
吉
飯
田
達
也
谷
茂

岡
富
　
広
瀬
マ
サ
　
山
田
(
斛

石
関
真
佐
子
天
野
恭
子
　
岸
千

代
子
　
《
教
職
員
永
年
二
十
年
以

上
》
片
山
利
雄
　
大
崎
富
美
男

黒
田
甚
藏

小
林
時
平

宮
本
康

博

黒
田
貞
夫

北
条
信
男

斉

藤
武

加
賀
谷
稔

西
岡
寛

山

口
敏
子
　
大
島
岑
子
　
高
須
千
都

子

坪
井
弘
次

岩
内
悦
子

山

岡
順
　
佐
々
木
節
子
　
梅
実
庸
子

前
田
絹
江
　
高
田
親
宏
　
内
藤
谿

子

北
詰
純
一
　
岩
橋
能
二
　
堀

江
芳
枝

飯
鳥
和
子
　
中
村
目
利

斉
藤
文
男

功
力
登
世
子
　
森
穣

多
田
良
江
　
徳
永
孝
　
福
井
保

根
岸
松
日
出
　
足
達
登

杉
浦
敏

之

斉
藤
寿
子

鈴
木
一
雄

長

谷
譲

鈴
木
澄
夫

荒
川
孚

安

藤
登
代

〔
私
学
教
育
功
労
〕
霸

学
振
恩

藤
井
房
　
{

教
職
員
永
年
}
玉
地

宗
雄

瀬
川
真
悟

谷
潭
欣
子

度
辺
兼
三
　
福
井
志
郎

〔
社
会
お
よ
び
公
共
事
業
功
労
〕

(
民
生
委
員
・
児
童
委
貝
・
社
会

福
祉
事
業
)
大
島
小
録
　
宇
田
川

す
い
　
坂
井
一
郎
福
鳥
秀
雄

寂
護
司
}
佐
藤
与
四
郎
　
長
島

喜
】
　
佃
松
蔵
宮
本
尚
彦
葉

本
茂
一
　
小
宮
目
　
梶
本
岩
蔵

《
社
会
福
祉
事
業
永
年
y
西
巻
真

佐
美

〔
公
衆
衛
生
功
労
〕
公
衆
衛
生

事
悪

手
光
章
次
　
田
口
三
五
郎

松
丸
藤
太
郎

ふ
島
貞

鈴
木
徳

次
郎

雨
宮
延
幸

明
石
盛
司

三
木
は
る
子
　
栗
原
嘉
平
　
{
保

健
衛
生
事
業
永
年
}
森
信
雄
　
石

井
康

大
橋
栄
一
　
鈴
木
政
實

か
崎
貞
夫

加
藤
公
雄
　
塚
本
信

雄

増
田
畑

荻
原
政
雄

荒
井

篤
文

宇
都
俊
次

里
村
良
一

松
本
善

朝
倉
宗
美
男

重
俾
ノ

リ

近
田
キ
ミ
イ

鈴
木
樟
雄

坂
本
佳
二
　
小
林
嘉
一
　
沢
村
武

森
井
康
臣

〔
農
商
工
業
功
労
〕
{
実
業
粫
旦

田
中
義
三
　
大
饗
勝
利
　
{
農
業

振
興
}
荒
井
勇
蔵
　
須
賀
彦
一

吉
岡
金
太
郎
青
木
繁
男
鈴
木

真
一
郎
山
畸
義
雄
山
崎
市
三

山
嵜
惷
吉
　
霸
業
振
讐
鈴
木

正
光
竹
内
幸
蔵
　
広
瀬
栄
治

{
農
業
団
体
永
年
}
谷
古
宇
康
英

{
工
業
永
年
y
馬
淵
佳
名
夫
　
大

塚
光
晴

栗
本
勇
雄

石
井
褊
広

深
井
浩

高
木
正

岡
村
圭
祐

小
林
忠
吉
　
吉
田
昭
利
　
長
谷
川

吉
夫

佐
藤
静
江
　
山
本
紀
男

〔
社
会
教
育
功
労
〕
安
也

井

野
正
雄
　
井
出
飲
三
郎
　
本
間
静

江
　
根
岸
き
ん
　
{
体
育
}
尾
身

信
義
　
柿
田
嘉
徳
　
中
山
富
士
夫

服
部
龍
三
　
高
橋
英
】郎
　
暦
沢

晴

渡
辺
康
人

佐
藤
清
春

平

林
善
茂

佐
藤
勝
義

〔
徳
行
〕
川
名
康
允

〔
人
命
救
助
〕
小
川
一
男
　
新
井

正
光
　
　
(

敬
称
略
)

すずかけ
九
月
に
実
施

し
た
投
網
に
よ

る
区
内
七
河
川

魚
類
生
息
調
査

は
、
中
川
・
花

畑
川
を
は
じ
め

と
し
て
、コ
イ
、

フ
ナ
な
ど
漁
獲
が
予
想
を
は
る
か

に
上
回
り
、
区
内
河
川
が
次
第
に

よ
み
が
え
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
証

明
さ
れ
ま
し
た
。

工
場
廃
水
や
家
庭
排
水
な
ど
に

よ
る
水
質
汚
濁
を
防
止
す

る

に

は
、
や
は
り
下
水
道
の
普
及
が
大

切
で
す
。
ビ
ク
ト
ル
ー
ユ
ゴ
ー
の

レ
ー
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
で
ジ
ャ
ン
ー
バ

ル
ジ
ャ
ン
が
大
活
阻
す
る
近
代
的

な
暗
き
″
式
下
水
遭
は
、
一
(
三

一
年
の
ロ
ン
ド
ン
、
少
し
遅
れ
て

の
パ
リ
と
い
ず
れ
も
コ
レ
ラ
の
流

行
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
そ
の
建

設
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
は
。
汚
水
や
し
尿
を
衛

生
的
に
処
理
し
、
ま
た
地
域
内
の

雨
水
を
排
除
す
る
な
ど
、
そ
の
効

果
は
防
疫
・
防
災
・
公
害
防
止
と
都

市
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
盤
備
に
は
巨
額
の
費
用

と
多
く
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

区
は
江
戸
川
区
・
葛
飾
区
と
共
に

、

国
や
都
に
、
下
水
道
事
業
促
進
を

要
請
し
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
さ

ま
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

足
立
区
長

長
谷
川
久
勇

足
立
区
の
世
論

<今住んでいるところに愛着は…… ><健康のためスポーツや運動は…… ><ふだん自動車やバイクの運転は… >

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
発
売
中

広
報
課
で
は
、
以
前
か
ら
区
民

の
皆
さ
ん
の
要
望
が
多
か
っ
た
。

「ガ
イ
ド
マ
。プ
7
9
」を
発
売
し

て
い
ま
す
。な
お
、
「施
設
案
内

図
」(
四
百
円
)
も
発
売
中
。

旗
布
価
格
　
一
冊
　
二
百
五
十
円

頒
布
場
所
　
区
役
所
五
階
広
報
課

問
合
せ
先
　
広
報
課
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国際児童年

1979

わが子への愛を世 界 のどの子にも

た
く
ま
し
く
健
康
な
子
ど
も

わ
た
し
た
ち
の
願
い

つぶ らなひとみ、 よごれのない 心、そして、かん声をあげ

て走りまわる子ども たち… … 。自 分の 子ども のしあ わせだけ

でなく、世界中の子 ども たちが、すべて健 康ですこや かに育

つことのできる時代を 、早 く来てほしい と、私たちは 願っ て

います。

今
年
は
国
際

児
童
年
で
す

今
年
は
国
際
児
童
年
で
す
。
世
界

中
の
国
々
で
、そ
し
て
わ
が
国
で
も

、

青
少
年
の
権
利
確
保
の
た
め
に
様
々

な
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
で
は
、
こ
れ
を
契
機
と
し

て
、
「
東
京
の
子
ど
も
た
ち
の

明

日
を
考
え
る
I

国
際
児
童
年
に
あ

だ
っ
て
の
提
言
」
を
ま
と

め
ま
し

た
。そ

こ
で
は
、
子
ど
も
だ
ち
か
健
や

か
に
成
長
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
都
市
に
す
る
た
め
の
長
期
的
施
策

に
つ
い
て
提
言
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
あ
ら
ゆ

る
課
題
か
ら
解
放
さ
れ
、
ど
こ
へ
行
っ

て
も
仲
間
と
出
会
う
こ

と

が
で

き
、
た
く
さ
ん
の
遊
ぴ
空
間
に
恵
ま

れ
る
日
を
つ
く
る
た
め
、
特
定
の
曜

日
の
午
後
を
「
子
ど
も
の
午
後
」
と

し
て
、

◎
学
校
を
半
日
に
し
て
、
校
庭
を
開

放
し
、
宿
題
を
出
さ
な
い

◎
あ
ら
ゆ
る
お
け
い
こ
塾
・
学
習
塾

へ
の
通
塾
を
自
粛
す
る

◎
ち
い
さ
な
路
地
や
道
路
を
子
ど
も

の
遊
び
場
と
し
て
、
車
を
し
め
だ

す

な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
提
言
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

足
立
区
の

対

応

こ
の
よ
う
な
東
京
都
の
提
言
を
受

け
て
、
足
立
区
で
も
国
際
児
童
年
を

契
機
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
運
動
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
、
物
質
的
に
恵

ま
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
子
ど
も
だ

も
の
現
状
を
、
も
う
一
度
見
直
す
こ

と
を
大
き
な
目
的
と
し
て
、
「
区
の

お
知
ら
せ
」
や
折
り
込
み
チ
ラ
シ
、

パ
ン
フ
レ
y
卜
の
作
成
・
配
布
、
写

真
パ
ネ
ル
の
展
示
や
パ
レ
ー
ド
な
ど

を
通
じ
た
P
R

活
動
を
中
心
に
運
動

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
夏
休
み
に
は
、
足
立
区
青
少

年
委
員
会
と
の
共
催
で
f
国
立
那
須

甲
子
少
年
自
然
の
冢
に
お
け
る
「
子

ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
宿
泊
研
修
会
」
を

実
施
し
、
約
四
百
名
の
子
ど
も
た
ち

か
、
雄
大
な
自
然
の
中
で
楽
し
い
生

活
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
国
際

児
童
年
を
記
念
し
て
開
始
さ
れ
た
も

の
で
す
。

さ
ら
に
、
国
際
児
童
年
記
念
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
な
い
、
少
年
の
部

で
は
二
百
五
十
一
点
、
一
般
の
部
で

は
二
十
四
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し

た
。

明
日
に

む
か
っ
て

国
際
児
童
年
は
今
年
で
終
わ
り
、

全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
は

今
月
で
終
わ
り
ま
す
。

し
か
し
、青
少
年
の
健
全
な
育
成

の
た
め
の
運
動
は
、
こ
れ
で
終
わ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、

こ
れ
か
ら
が
始
ま
り
だ
と
も
言
え
ま

し
ょ
う
。

青
少
年
が
、
豊
か
で
明
る
い
環
境

の
中
で
、
じ
I
つ
ぷ
で
健
康
に
育
つ

よ
う
に
と
期
待
す
る
の
は
、
い
つ
の

時
代
に
も
共
通
な
お
と
な
の
願
い
で

す
。
そ
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
今
年
を
、
こ
れ
か
ら
先
長
い
期

間
に
わ
た
っ
て
持
続
さ
れ
る
、
地
道

で
確
実
な
青
少
年
健
全
育
成
活
動
の

ス
タ
ー
ト
の
年
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
そ
れ
か
次
代
を
担
う
青
少

年
を
守
り
、
育
て
て
ゆ
く
私
た
ち
お

と
な
の
義
務
で
あ
り
、
責
任
で
も
あ

る
の
で
す
。

O
青
少
年
問
題
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
青
少
年
係
へ

。

どの子に も
明 るい未来 としあ わせを

も
う
一
度

考
え
よ
う

国
際
児
童
年

「
国
際
児
童
年
」
の
目
的
は
、

大
き
く
わ
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。

ま
ず
そ
の
一
つ
は
、
発
展
途
上
国

な
ど
で
、
食
糧
、
医
療
、
教
育
な

ど
の
基
礎
的
な
生
活
環
境
の
確
立

さ
れ
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
を
救

済
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
す
べ

て
の
国
の
児
童
・
青
少
年
の
権
利

と
福
祉
の
状
態
を
見
直
し
、
改
め

て
「
児
童
の
権
利
宣
言
」
の
主
旨

の
実
現
を
促
す
こ
と
で
す
。

現
在
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て

、
食
糧
、
医
療
、
教
育
な

ど
の
生
活
の
基
本
的
水
準
は
、
ほ

ぽ
濟
足
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も

い
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
東
京
と
い
う
大
都
会
に

生
活
し
て
い
る
足
立
区
の
子
ど
も

達
は
、
確
か
に
基
礎
的
な
生
活
環

境
や
物
質
的
に
は
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
そ
の
反
面
、
大
都
会

の
か
か
え
て
い
る
多
く
の
問
題
の

中
で
、
は
た
し
て
本
当
に
幸
せ
な

の
で
し
I

つ
か
。
失
な
わ
れ
た
自

然
、
交
通
網
の
複
そ
う
化
、
ビ
ル

の
乱
立
な
ど
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

遊
ぴ
場
は
失
な
わ
れ
、
多
く
の
仲

間
づ
く
り
が
で
き
ず
、
青
少
年
白

書
で
も
み
ら
れ
る
非
行
化
の
原
因

と
し
て
の
、
家
族
の
無
関
心
等
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
良
い
環
境

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

私
た
ち
お
と
な
が
、
こ
の
子
ど

も
た
ち
の
幸
せ
を
確
保
す
る
た
め

に
、
も
う
一
度
子
ど
も
た
ち
を
と

り
ま
く
現
実
と
、
子
ど
も
の
権
利

を
見
直
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て

、
こ
の
「
国
際
児
童
年
」を
、

幼
児
を
含
め
た
青
少
年
の
健
全
な

あ
り
方
を
考
え
る
年
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ご
参
加
く
だ
さ
い

青
少
年
非
行
化
防
止
区
民
大
会

11月は全国青少年健全

育成強調月間です

十
一
月
二
十
日
は
、
国
際
連
合

が
「
児
童
の
権
利
宣
言
」
を
採
択

し
た
日
で
す
。

そ
こ
で
総
理

府
で
は
、
毎
年

十
一
月
を
「
全

国
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月

間
」
と
し
て
、

青
少
年
健
全
育

成
の
た
め
の
活

動
を
集
中
的
に

実
施
す
る
よ
う

要
請
し
て
い
ま

す
。

今
年
も
東
京
都
で
は
、
各
種
の

講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、

多
く
の
青
少
年
健
全
育
成
活
動
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。足
立
区
に

お
い
て
も
、こ
の
強
調
月
間
の
主

旨
を
受
け
る
と
と
も
に
、
国
際
児

童
年
記
念
事
業
の
総
決

算
と
し

て
、
区
民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
区
民
大
会
に
ご
参
加
を

「
足
立
区
国
際
児
童
年
記
念
・

青
少
年
非
行
化
防
止
区
民
大
会
」

を
次
の
と
お
り
關一
催
し

ま
す
の

で
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
十
(
日
(
日
)
午

後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

場
所
　
足
立
区
文
化
会
館

内
容
　
▽
大
会
宣
言

▽
各
地
域
で
の
青
少
年
健
全
育
成

活
動
事
例
発
表

▽
国
際
児
童
年
記
念
作
文
ゴ
ン
グ

ー
ル
入
選
者
発
表
、
お
よ
ぴ
表

彰
・
入
選
作
発
表

▽
国
際
児
童
年
記
念
少
年
の
主
張

東
京
都
大
会
　
都
知
事
賞
受
賞

者
発
表
、
「
少
年
と
し
て
訴
え

た
い
こ
と
」…
花
畑
北
中

安

井
正
二
郎
君

▽
記
念
講
演
「
世
界
の
子
ど
も
と

日
本
の
子
ど
も
十
・・
群
馬
大
学

教
授

萩
原
元
昭
氏

▽
そ
の
他

※
大
会
に
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、

記
念
品
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

青
少
年
係

催
し
も
の
あ
ん
な
い

区
民
教
養
講
座
な
ど

□
区
民
教
養
講
座

子
ど
も
の
心
を
豊
か
に
、
そ
し

て
立
派
な
社
会
人
に
育
て
る
た
め

に
は
、
親
・
家
庭
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
。
最
近
、
話
題
に
取
り
上
げ

ら
れ
る「
子
ど
も
の
心
と
し
つ
け
」

を
テ
ー
マ
に
、
国
際
児
童
年
を
記

念
し
て

、
次
の
と
お
り
講
演
会
を

鬨
催
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
一
月
十
七
日
(
土
)
午

後
二
時
～
四
時

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー

内
容
　
子
ど
も
の
心
と
し
つ
け

講
師

松
本
定
雄
氏
(
千
代
田
区

教
育
研
究
所
相
談
専
門
員
)

対
象
　
一
般
区
民
(
区
内
在
勤
者

を
含
む
)

定
員
　
先
着
百
名
(参
加
費
無
料
)

申
込
方
法
　
直
接
窓
口
で
、
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
せ
先
　
教
育
セ
ン

タ
ー
　
　
(

五
〇
-
(
(

〇
一

□
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

日
時
　
毎
月
第
二
・
第
四
日
曜
日

午
後
一
時
三
十
分

対
象
　
小
学
校
五
年
生
～
中
学
校

二
年
生
で
、
徒
歩
三
十
分
以
内

で
来
ら
れ
る
方

定
員
　
十
名

申
込
方
法
　
直
接
窓
口
へ

申
込
期
限
　
十
一
月
(
日
(
申
し

込
み
者
多
数
の
場
合
は
、選
考
)

問
合
せ
先
　
本
木
東
児
童
館
　
(

四
九
-
三
〇
〇
五

□
ド
ッ
チ
ポ
ー
ル
大
会

日
時
　
十
一
月
十
日
(
土
)
午
後

一
時
三
十
分

対
象
　
小
学
校
一
年
生
～
中
学
校

三
年
生

申
込
期
限
　
十
一
月
七
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
西
保
木
問
児

童
館
　
(
(

四
-

コ

一
四

楽
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う

子

ど
も

の
施

設

□
児
童
館

工
作
を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
行

な
っ
た
り
し
て
、子
ど
も
達
が
楽

し
く
過
ご
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。

▽
西
伊
興
(
　
(

九
七
上
(
九
四
(
)

▽
新
田
(
　
九
匸
〒

三
四
ニ

ー
)

▽
千
住
あ
ず
ま
(
　
(
(

一
〒

一

二

天
)

▽
本
木
東
(
　
(

四
九
-
三
〇
〇

五
)

▽
い
り
や
(
　
(

五
五
一

一
〇
五

〇
)

▽
東
伊
輿
(
　
(
九
七
-
二
二
二

五
)

▽
大
谷
田
(
　

六
二
九
-
五
四
六

〇
)

▽
西
保
木
間
(
　
(
(

四
-
一
一

一
四
)

▽
加
平
(
　
六
二
九
-
四
〇
〇
一
)

▽
栗
原
西
(
　
(

九
九
-
(

七
六

一
)

▽
小
台
(
　
九
}
四
上
二
四
二
七
)

▽
粟
島
(
　
(

四
(
圭
二
四
七
一
)

▽
長
門
(
　
六
二
九
-
(

二
三
一
)

▽
梅
田
(
　
(
四
(
上

二
四
二

こ

□
区
民
セ
ン
タ
ー

音
楽
室
、
図
書
室
、工
作
室
な

ど
が
あ
り
、
自
由
に
利
用
で
き
ま

す
。

▽
東
部
(
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一
)

▽
中
部
(
　
(
(

九
一
四
六
六
一
)

▽
西
部
(
　
(

九
七
!
五
〇
一
六
)

▽
千
住
(
　
(
(
一
〒

二
七
六
五
)

▽
花
畑
(
　
(
五
〇
-

二
六
一
七
)

□
図
書
館

図
書
、
児
童
文
学
、
伝
記
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
本
が
そ
ろ
っ
て
い
て

、

簡
単
に
借
り
ら
れ
ま
す
。

▽
中
央
(
　
(

四
〇
-
四
六
四
六
)

▽
千
住
(
　
(
(

一
―
一
九
九
四
)

▽
宮
城
(
　
九
匸
ニ
ー
○
四
六
〇
)

▽
新
田
(
　
九
二

〒

一
七
六
七
)

▽
常
東
(
　
(
(

一
i
(

五
(
五
)

▽
中
川
(
　
六
〇
六
―
〇
二
一
七
)

▽
花
畑
(
　
(
五
〇
-
二
六
一
(
)

▽
竹
の
塚
(
　
(
五
九
-
九
九
六

六
)
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ズ
ー
ム
ア
ッ
プ無

心
に
あ
そ
ぶ
足
立
の
子
ど
も
を
と
ら
え
て
み
ま
し

た

す
く
す
く
と
育
つ
て
ほ
し
い
も
の
で
す

しあわせってなんだろう

国際児童年記念応募作文より

今
ま
で
に
、
あ
ら
た
め
て
し
あ

わ
せ
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
考
え

た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

国
語
辞
典
で
調
べ
て
み
る
と
、

幸
福
な
ど
と
い
う
意
味
が
一
い
て

あ
る
が
、し
あ
わ
せ
っ
て
一
口
で

言
え
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。人
に

よ
っ
て
し
あ
わ
せ
の
思
い
方
が
ち

が
う
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

父
は

、広
い
は
ん
い
で
見
る
と
、

み
ん
な
仲
よ
く
戦
争
な

ど
を
、お
こ
さ
な
い
よ

う
に
し
て
い
く
の
が
し

あ
わ
せ
。

母
は
、身
近
で
、感

じ
る
し
あ
わ
せ
は
、家

族
み
ん
な
が
元
気
で
仲

よ
く
、く
ら
す
こ
と
だ

と
言
っ
て
い
た
。

人
に
よ
っ
て
、し
あ

わ
せ
の
思
い
方
が
ち
が

う
。ぽ

く
の
考
え
は
、し

あ
わ
せ
は
一
人
で
は
で

き
な
い
も
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
ぽ
く
に
は
、
父
、
毋

妹
、
そ
れ
に
先
生
、
友
だ
ち
が
い

る
。先
生
や
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
生

活
し
て
い
る
こ
と
が
、
今
の
ぽ
く

に
と
っ
て
、
一
番
の
レ
あ
わ
せ
か

も
し
れ
な
い
。

し
あ
わ
せ
は
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
だ
と
思
う
。「
し
あ
わ
せ
っ
て
い

う
こ
と
を
ど
お
い
う
こ
と
か
な
」

と
思
っ
て
い
る
時
が
し
あ
わ
せ
じ

や
な
い
か
な
。な
ぜ
か
、し
あ
わ
せ

だ
か
ら
し
あ
わ
せ
に
気
が
つ
か
な

い
ん
だ
。
か
な
し
い
こ
と
が
お
こ

ら
な
い
と
、
し
あ
わ
せ
っ
て
い
う

こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
も

の
が
し
あ
わ
せ
じ
や
な
い
か
な
。

し
あ
わ
せ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
と

言
わ
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ

が
、
ほ
ん
と
の
し
あ
わ
せ
じ
や
な

い
か
な
。

し
あ
わ
せ
は
目
に
見
え
な
い
、

だ
け
ど
心
に
は
感
じ
る
。ぽ
く
は
、

は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
い

つ
か
し
あ
わ
せ
っ
て
言
う
こ
と
の

意
味
が
わ
か
る
。
ぽ
く

は
そ
う
思
う
。

し
あ
わ
せ
は
、
ど
の

く
ら
い
の
数
が
あ
る
か

な
。百
・
千
・
万
・
億
、

世
界
の
人
の
数
だ
け
し

あ
わ
せ
が
あ
る
ん
じ
や

な
い
か
な
。

し
あ
わ
せ
っ
て
考
え

て
れ
ぱ
、
と
て
も
む
ず

か
し
い
こ
と
で
あ
り
口

で
は
言
い
き
れ
な
い
こ

と
か
も
し
れ
な
い
。

し
あ
わ
せ
っ
て
、
考

え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、

む
ず
か
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

区
立
弥
生
小
学
校
五
年

宮
沢
　
唯
征

ともだ ち
東綾瀬小6 年　白畑明美

ともだち
どうしてともだちができるのだ
ろうか
ともだちと遊ぶため
ともだちとケソカするため
ともだちと話し合いするため
ともだちとしかられることをするた
め
ともだちとなやみごとを話すため
ともだちはなんのためにいるのかわ
たしはともだちのことを考えたけれ
どもあまりわからない
でも大切にしたいともだち
=東部センター編集の「つくしんぼ
第9集」より=

今
後
一
層
強
力
な
運
動
を
展
開

第
三
回
足
立
・
葛
飾
・
江
戸

川

三
区
下
水
道
事
業
促

進
大
会

十
月
二
十
五
日
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
、
第
三
回
足
立
・
葛
飾
・

江
戸
川
三
区
下
水
道
事
業
促
進
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

下
水
道
の
普
及
が
大
幅
に
遅
れ
て
い

る
三
区
が
一
体
と
な
り
、
昭
和
六
十

年
度
ま
で
に
、
下
水
道
完
全
畝一
備
が

達
成
す
る
よ
う
今
後
一
層
強
力
な
運

動
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

下
水
道
普
及
率
は
、
東
京
都
二
十

三
区
に
お
い
て
昭
和
五
十
三
年
度
末

七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
も

の
の
、
足
立
・
葛
飾
・
江
戸
川
三
区
の

状
況
は
、
全
体
で
一
(
パ
ー
セ
ン
ト

と
い
う
劣
悪
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。

現
在
ま
で
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
改

善
す
る
た
め
に
、
河
川
の
改
修
等
関

係
方
面
へ
の
働
き
か
け
や
、
三
区
独

白
で
の
改
善
に
最
大
の
努
力
を
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
現
状
で
は
抜
本
的

な
対
策
と
し
て
、
下
水
道
事
業
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
会
は
、
三
区
下
水
道
事
業
促
進

連
盟
会
長
の
長
谷
川
足
立
区
長
の
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、
寺
田
下
水
道
局
長

か
「
三
区
の
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
」
、
宮
原
足
立
区
議
会
土
木
委
員

長
が
「
促
進
活
動
の
経
過
お
よ
び
計

画
に
つ
い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ

り
、
次
の
よ
う
な
大
会
決
議
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

決

議

本
大
会
は
、
足
立
・
葛
飾
・
江
戸

川
三
区
百
五
十
五
万
人
の
切
実
な
る

願
い
を
込
め
て
、
都
市
の
基
礎
的
な

施
設
で
あ
る
下
水
道
事
業
の
早
期
達

成
の
た
め
、
国
並
ぴ
に
東
京
都
に
対

し
、
次
の
事
項
の
実
現
を
強
く
要
望

す
る
。

一
、
東
京
都
は
、
関
係
三
区
と
一
体

と
な
っ
て
、
荒
川
以
東
全
域
の
下

水
道
早
期
完
全
普
及
を
達
成
す
る

こ
と
。

一
、
国
は
、
一
般
都
市
と
か
な
り
格

差
の
あ
る
国
庫
補
助
対
象
範
囲
を

拡
大
す
る
こ
と
。

一
、
国
は
、
建
設
時
の
一
時
負
担
を

な
く
し
て
起
債
の
充
当
率
を
引
き

上
げ
、
起
債
賢
金
に
お
け
る
政
府

資
金
の
増
額
を
は
か
る
こ
と
。

一
、
国
は
、
普
及
率
十
數
パ
ー
セ
ン

ト
と
立
ち
遅
れ
て
い
る
特
別
ほ
郎

荒
川
以
東
の
下
水
道
事
業

に
対

し
、
国
庫
補
助
金
の
大
幅
な
増
額

を
は
か
る
こ
と
。

右
決
嶬
す
る
。

昭
和
五
十
四
年
十
月
二
十
五
日

第
三
回
足
立
・
葛
飾
・
江
戸
川

三
区
下
水
道
事
業
促
進
大
会

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権
を
尊
X
し
差
別
を
な
く
す

に
は
ど
・
つ
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
(
1
)

差
別
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し

″

う
。
人
ぴ
と
の
観
念
や
意
識
の
う

ち
に
潜
在
す
る
差
別
。
た
と
え
ば

言
葉
や
文
字
で
い
や
し
ん
だ
り
、

さ
げ
す
ん
だ
り
す
る
。
非
合
理
な

偏
見
や
嫌
悪
の
感
情
に
よ
っ
て
、

結
婚
や
交
際
を
拒
ん
だ
り
、
就
職

を
こ
と
わ
っ
た
り
す
る
な
ど
の
行

動
に
あ
ら
わ
れ
る
差
別
を
心
理
的

差
別
と
い
い
ま
す
。
ま
た
同
和
地

区
の
人
ぴ
と
の
生
活
実
態
に
あ
ら

わ
れ
る
差
別
。
た
と
え
ば
生
活
環

境
の
わ
る
さ
、不
安
定
な
職
業
、

低
い
教
育
水
準
な
ど
の
差
別
を
実

態
的
差
別
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
相
互
に
原
因
と
な
り

結
果
と
な
っ
て
、い
つ
ま
で
も
差

別
が
続
い
て
い
ま
す
。

貧
富
の
差
は
、本
人
の
努
力
や

周
囲
の
協
力
で
解
決
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。し
か
し
身
分
の
差
別

は
、
そ
の
人
が
生
れ
た
こ
と
そ
の

こ
と
が
原
因
で
、
就
職
、
結
婚
、

教
育
な
ど
の
権
利
が
不
十
分
に
し

か
保
障
さ
れ
な
い
の
で
す
。
差
別

と
は
深
刻
で
重
要
な
社
会
問
題
で

す
。そ

れ
で
は
、
私
た
ち
は
い
っ
た

い
な
に
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
″

う
か
。

第
一
に
、
同
和
問
題
に
つ
い
て

正
し
い
認
識
と
理
解
を
も
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

第
二
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

ま
ち
が
っ
た
考
え
方
を
し
て
い
る

人
が
い
た
ら
、
そ
の
あ
や
ま
ち
を

説
明
し
、
わ
か
っ
て
も
ら
う
よ
う

努
め
る
こ
と
で
す
。

第
三
に
、
家
庭
、
学
校
、
地
域

等
の
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
、
日
常
生
活
の
中
で
ぷ

つ
か
る
い
ろ
い
ろ
な
差
別
に
目
を

開
き
、
そ
れ
ら
を
は
ね
つ
け
、
な

く
し
て
い
く
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん

。

世
の
中
に
一
人
で
も
不
幸
な
人

が
あ
る
限
り
真
の
幸
福
は
あ
り
得

な
い
と
言
っ
た
人
が
あ
り
ま
す
。

被
差
別
部
落
出
身
の
人
ぴ
と
を

は
じ
め
、
す
べ
て
の
人
ぴ
と
が
、

ほ
ん
と
う
に
人
間
ら
し
い
生
活
を

お
く
る
こ
と
か
保
障
さ
れ
る
よ
う

に
、
国
の
総
力
を
あ
げ
て
国
民
の

課
題
と
し
て
努
力
す
べ

き
時

で

す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は

、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ

。

募
集
し
ま
す

区
立
幼
稚
園
児

区
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五

十
五
年
四
月
入
園
の
区
立
幼
稚
園

児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
園
　
▼
関
屋
幼

稚

園
(

千
住
関
屋
町
二
(
I

一
　
千

寿
第
(
小
学
校
内
　
(
(
(

上
二
五
(
九
)
　

▼
元
宿
幼
稚

園
(
千
住
桜
木
一
-
一
六
上
一

(
(
一
〒

九
四
六
六
)
　

▼
江
北
幼
稚
園
(
江
北
一
-
二

六
-
九
　
　

【
九
六
-
二
六
三

】)
　
▼
大
谷
田
幼
稚
園
(
大

谷
田
ニ
ー
一
一

九
　
　
(

二
○
-

七
五
九
一
)
　

▼
鹿
浜
幼
稚

園
(
鹿
浜
五
上
一
五
丿
匸

(
五
五
-
四
四
四
七
)

応
募
資
格
　
区
内
に
住
ん
で
い
る

四
歳
児
(
昭
和
五
十
年
四
月
二

日
～
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
)
お
よ

ぴ
五
歳
児
(
昭
和
四
十
九
年
四

月
二
日
?
昭
和
五
十
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
)

募
集
人
員
　
四
歳
児
・・・
各
園
と
も

三
十
名
(
男
女
各
十
五
名
)

、

五
歳
児
・・・
各
園
と
も
九
十
名

受
付
期
間
　
十
一
月
七
日
～
九
日

午
後
一
時
三
十
分
I

二
時
三
十

分
受
付
場
所
　
各
幼
稚
園

選
考
日
時
　
第
一
次
選
考
(
抽
選
)

十
一
月
十
九
日
(
月
)
・・・
▽
四

歳
児
(
男
)
午
前
九
時
三
十
分

▽
四
歳
児
(
女
)
午
前
十
一
時

▽
五
歳
児
は
午
後
二
時

※
申
込
用
紙
・
募
集
要
綱
は
、
各

幼
稚
園
ま
た
は
最
寄
り
の
出
張
所

で
、
十
一
月
五
日
か
ら
配
布
し
ま

す
。な

お
、
幼
稚
園
で
の
配
布
時
間

は
午
後
一
時
か
ら
三

時

ま
で
で

す
。

注
意
事
項
　
▽
郵
送
に
よ
る
申
し

込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
日
時
お
よ
び
選
考
日
時

は
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
幼
児
教
育
担
当

東
部
セ
ン
タ
ー
の

お
知
ら
せ

□
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

日
時
　
十
一
月
十
三
日
(
火
)
午

前
九
時
三
十
分

内
容
　
天
使
の
モ
ビ
ー
ル
作
り

講
師
　
小
野
代
利
子
先
生

定
員
　
三
十
名

費
用
　
教
材
費
千
円

□
文
学
教
室

日
時
　
十
一
月
二
十
日
(
火
)
午

前
十
時

内
容
　
源
氏
物
語
「
賢
木
」

講
師
　
阿
川
音
先
生

定
員
　
四
十
名

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、

東
部
セ
ン
タ
ー
　
　
六
〇
五
―

七
一
〇
一

ご
参
加
く
だ
さ
い

環
境
づ
く
り
区
民
大
会

新
生
活
運
動
・
交

通
安
全
連

動
・
献
血
運
動
な
ど
、
区
で
は
住

民
が
行
な
う
連
動
を
後
援
し
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

運
動
の
重
要
性
を
認
識
し
、
区
民

の
意
識
の
高
揚
を
図
る
目
的

で

「
環
境
づ
く
り
区
民
大
会
」
が
開

か
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
の
呼
び
も
の
の
一
つ

に
不
用
品
の
交
換
会
が
あ
り

ま

す
。
新
生
活
運
動
に
忝
加
さ
れ
て

い
る
地
区
か
ら

。
不
用
品
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
「
不
用
品
を
使
い

ま
し
I

つ
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
る

予
定
で
す
。
お
宅
で
吻
置
や
押
し

入
れ
等
で
眠
っ
て
い
る
生
活
用
品

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
寄
贈
し
て
く

だ
さ
い
ま
せ
ん
か
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
寄
贈
品
(
中
古
の
衣
類

は
除
く
)
は
十
一
月
二
十
日
ま
で

に
、
生
活
環
境
係
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

ゴ
ミ
減
量
や
資
源
の
有
効
利
用

も
新
生
活
運
動
の
重
要
な
柱
の
一

つ
で
す
。
賢
源
愛
護
、
省
資
源
を

実
践
し
ま
し
I
つ
。

大
会
日
　
十
一
月
二
十
百
(
水
)

場
所
　
区
産
業
振
興
館

問
合
せ
先
　
生
活
環
境
係
へ

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

年
末
融
資
説
明
会

東
京
商
工
会
議
所
足
立
支
部
で

は
、
区
内
申
小
企
業
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
融
賢
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
　
十
一
月
七
日
(
水
)
午
後

一
時
三
十
分
?
四
時

場
所
　
住
友
銀
行
千
住
支
店
三
階

会
議
室
(
北
千
住
駅
西
口
下
車

徒
歩
一
分
)

内
容
　
国
、
東
京
都
、
足
立
区
そ

の
他
の
制
度
融
賢

※
な
お
、
説
明
会
終
了
後
、
佃
別

相
談
を
行
な
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
東
京
都
商
工
会
議
所

足
立
支
都
　
　
(
(

一
―
九
二

〇
〇

ご
利
用
く
だ
さ
い

一
日
下
請
相
談
所

区
と
東
京
都
下
請
企
業
振
興
協

会
で
は
、
十
一
月
の
下
請
取
引
適

正
化
推
進
月
間
の
一
環
と
し
て
、

次
の
と
お
り
下
請
取
引
適
正
化
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
二
十
(
日
(
水
)

午
前
十
時
?
午
後
四
時

場
所
　
区
役
所
一
階
第
一
会
議
室

内
容
　
▽
下
請
取
趾
箆
劣
結
ぴ
方

▽
下
請
取
引
を
め
ぐ
る
苦
情
紛
争

▽
下
請
取
引
の
あ
っ
せ
ん
他

問
合
せ
先
　
商
工
係
ま
た
は
下
請

振
興
協
会
　
　

五
四
一
上
(
六

七
四
・
六
(
(
(

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

時

局

講

演

会

区
と
東
京
商
工
会
議
所
足
立
支

部
で
は
。
総
選
挙
後
の
政
局
に
つ

い
て
、
専
門
家
を
招
き
時
局
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
二
十
}
日
(
水
)

午
後
二
時
～
四
時

場
所
　
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
内
社
会

教
育
館
大
ホ
ー
ル
(
竹
の
塚
二

圭

一
五
一
一
七
)

講
師
　
N
H
K

解
説
委
員

岡
村

和
夫
氏

演
題
　
転
換
期
を
迎
え
た
政
局
の

展
望

問
合
せ
先
　
商
工
係
ま
た
は
東
京

商
工
会
瞋
所
足
立
支
部
　
　
(
(

一
1
九
二
〇
〇
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冬
に
向
か
っ
て

体
を
鍛
え
て
お
こ
う

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

秋
も
深
ま
り
、
寒
い
冬
に
向
か
っ

て
体
に
エ
ネ
ル
ー
ギ
を
謦
え
る
、体

力
づ
く
り
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
晩
秋
に
特
別

コ
ー
ス
の
催
し
を
企
画
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

個
人
利
用

特
別
コ
ー
ス

B
・
H
コ
ー
ス
(

ビ
ュ
ー
テ
ィ
&

ヘ
ル
ス
コ
ー
ス
)

あ
な
た
の
美
し
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
'

ン
づ
く
り
に
、
ト
レ
ー
ナ
ー
が
お
手

伝
い
を
す
る
、
美
容
と
健
康
づ
く
り

コ
ー
ス
で
す
。

日
時
　

十
一
月
二
十
二
日
(
木
)
・
二

十
九
日
(
木
)
・
十
二
月
六
日
(
木
)

▽
午
前
コ
ー
ス
=
・
午
前
十
時
?
正

午
　

▽
午
後
コ
ー
ス
・
'・午
後
一
時

ヱ

二
時

対
象
　
三
日
間
と
も
参
加
で
き
る
女

性
に
限
り
ま
す
(
十
(
歳
以
占

定
員
　
各
コ
ー
ス
と
も
五
十
名

内
容
　
実
技
と
講
義

▽
第
一
日
目
:

タ

ス
レ
チ
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

「
運
動
と
健
康
①
」　
▽
第
二
日

目
…
家
庭
で
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
「
運
動
と
健
康
②
」
　
▽
第
三

日
目
=
・
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
「
栄

養
と
バ
ラ
ン
ス
」

※
講
義
内
容
は
、
一
部
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費
　
各
回
二
百
円
、ス
ポ
ー
ツ

サ
ウ
ナ
利
用
者
は
六
百
円
(

施
設

使
用
料
)

服
装
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
著
用

の
こ
と

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
一

話
(
定

員
に
な
り
次
第
締
切
)

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

弓
道
コ
ー
ス

初
心
者
の
指
導
を
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

期
間
　
▽
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
コ
ー
ス
=
・

十
一
月
十
日
か
ら
十
二
月
二
十
二

日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
　
午
後
六

時～
八
時
　
▽
弓
道
コ
ー
ス
・
:
十

一
月
十
一
日
か
ら
十
二
月
二
十
三

日
ま
で
の
毎
週
日
曜
日
　
午
前
十

時
～
正
午

対
象
　
十
(
歳
以
上
の
一
般
区
民

参
加
費
　

各
コ
ー
ス
と
も
各
回
二
百

円
(

施
設
使
用
料
)

申
込
方
法
　
当
日
受
け
付
け
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
混
み
合
う

場
合
は
入
場
制
限
を
し
ま
す
。

ス

ポ

ー

ツ

セ

ン

タ

ー

体
力
測
定

ち
″
つ
と
運
動
を
し
た
だ
け
で
ド

キ
ド
キ
し
、
自
分
の
体
力
の
衰
え
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

当
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
継
続
者
、
ス
ポ
ー
ツ
を

現
に
楽
し
ん
で
い
る
方
、
こ
れ
か
ら

何
か
運
動
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る

方
の
体
力
測
定
を
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
体
力
づ
く
り
の
目
安
に
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
一
月
二
十
四
日
(
土
)
午

前
九
時
～
正
午
、午
後
一
時
～
四

時
、午
後
五
時
～
八
時

対
象
　
十
(
歳
以
上
の
区
民

内
容
　
健
康
度
チ
エ

。ク
(
血
圧
測

定
ほ
か
)
・
敏
し
I

つ
性
・
瞬
発

力
・
柔
軟
性
・
筋
力
・
持
久
力
の

テ
ス
ト

定
員
　
各
五
十
名

参
加
費
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所

、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
記
入
の
う

え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　

士

月
十
五
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
1東
保

木
関
ニ
ー
ニ
七
-
一
　
営
(
五
九

一
(

二
一
一
)

イチ・ニ・サンで美容と健康づくり

体
力

づ
くり
に

あ
な
た
も
一
つ
の
運
動
を

フ
ァ
ミ
リ
ー

体
力
テ
ス
ト

あ
な
た
は
健
康
に
自
偖
あ
り
ま
す

か
。
区
で
は
、
家
庭
内
で
体
力
測
定

で
き
る
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
力
テ
ス
ト

を
常
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
に
は
、
測
定
用
紙
を

お
送
り
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名

、

必
要
枚
数
、I
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課
(
〒
1
2
0

足
立
区
千
住
一
-
五
〇
)

区
民体

力
テ
ス
ト

日
時
　
十
一
月
二
十
五
日
(
日
)
午

前
十
時
～
午
後
二
時
三
十
分

場
所
　
区
立
千
寿
第
四
小
学
校
体
育

館
(
千
住
旭
町
一
〇
-
三

こ

対
象
　
膺
十
(
歳
以
上
の

区

内
在

住
・
在
動
・
在
学
者

内
容
　
血
圧
測
定
前
摶
・
閉
眼
片
足

立
ち
・
反
復
横
と
ぴ
・
垂
直
と
び
・

ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
・
仰
臥
上
体

お
こ
し
・
立
位
体
前
屈
・
踏
台
昇

降
・
握
力
・
急
歩
・
総
合
判
定

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
体
育
課
体
カ
テ

ス
ト
担
当
(
〒
1
7
0千
住
一
一
五
〇
)

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
体
育
課

一
般
区
民

水
泳
教
室

日
時
　
十
一
月
二
十
五
日
・
二
十
(

日
・
三
十
日
、
十
二
月
二
日
・
五

日
の
五
日
関
　
午
後
六
時
三
十
分
～
八

時
三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル

参
加
資
格
　
十
六
歳
以
上
の
区
民
で

五
日
間
受
講
で
き
る
方

内
容
　
初
心
者
を
対
象
に
正
し
い
泳

法
の
指
4
を
行
な
い
ま
す

定
員
　
百
名
(
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
)

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
一
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。(

往
復
(

ガ
キ
以
外
の
申
し
込
み

は
お
断
り
し
ま
す
)

申
込
期
間
　
十
一
月
五
日
～
十
日

(
十
日
の
消
印
有
効
)

注
意
事
項
　
▼
健
康
診
断
書
(
一
ヵ

月
以
内
の
も
の
)

を
初
日
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
　
▼
参
加
中
は
必

ず
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
　
▼
参
加
者
は
指
導
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　

竹
の
塚
温
水
プ

ー
ル
(
〒
1
2
1西
保
木
閧
四
-
一
〇
-

一
　
　
(

五
〇
-
一
二
二
三
)

区
民
ス
ケ
ー
ト

初
心
者
講
習
会

日
時
十
二
月
三
日
(
月
)
～
五
日

(
水
)
午
後
六
時
三
十
分
～
(
時

三
十
分

場
所
　
松
戸
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

ト
場

対
象
　
十
六
歳
以
上
の
滑
れ
な
い
万

定
員

先
着
二
百
名

費
用
　
無
料
(
賃
靴
料
は
実
費
負
担
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、住
所

、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課
(
〒
1
2
0

千
住
一
一
五
〇
)

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

国
民
年
金
相
談

区
で
は
、
年
金
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
当
日
は
、
東
京
都
国
民
年

金
部
か
ら
専
門
官
が
来

所

し
質

問
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
七
日
(
水
)
午
前

十
時
～
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
一
階
第
一
会
議
室

※
特
例
納
付
保
険
料
の
納
付
資
金

が
不
足
し
て
い
る
方

↓迫

立
区
国

民
年
金
特
例
納
付
保
険
料
融
賢
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
一
度
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課

厚
生
年
金
相
談

足
立
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

会
社
に
お
勤
め
の
方
々

を

対
象

に
、
厚
生
年
金
相
談
を
実
施
し
ま

す
。当

日
は
、
社
会
保
険
事
務
所
の

ほ
か
、
東
京
都
国
民
年
金
部
の
専

門
官
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
十
四
日
(
水
)
午

前
十
時
～
午
後
四
時

場
所
　
区
役
所
一
階
第
一
会
議
室

問
合
せ
先

足
立
社
会
保
険
事
務

所
給
付
課
　
(
(

一
-
一
二

ニ

ー

あなたも

胃検 診
受けよう

検
診
場
所
・
検
診
日
・
定
員
　
▽
足

立
保
健
所

筱

診
車
}
・
=十
一

月
十
四
日
(
二
十
五
名
)
・
二
十

一
日
(
五
十
名
)
　
▽
都
ガ
ン
検

診
セ
ン
タ
ー
・
=
十
一
月
二
十
(

日
(
五
十
名
)
・
二

十
九
日
(
二
十
五

名
)
・
十
二
月
十
二

日
(
二
十
五
名
)
・

十
三
日
(
五
十
名
)

対
象

区
内
在
住
の

膺
三
十
五
歳
以
上

の
方
(

保
健
所
の
・

管
轄
は
問
わ
ず
)

で
、
過
去
一
年
以

内
に
胃
の
検
診
を
受
け
て
い
な

い
方
(
冐
の
手
術
を
し
た
方
や

胃
病
で
治
療
中
の
方
は
、
受
診

で
き
ま
せ
ん
)

※
検
診
日
時
に
つ
い
て
は
、
申
し

込
み
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。
な

お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
し
、
当
選
さ
れ
て
も
希
望
す

る
検
診
場
所
・
検
診
日
以
外
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
　
往
復
(

ガ
キ
に
、
冐

検
診
、
希
望
す
る

検
診
場
所

、住
所
、

氏
名

、生
年
月
日
、

性
別

、一
話
番
号
、

年
齢
を
記
入
の
う

え
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

。(
返
信

用
(
ガ
キ
に
も
住

所

、氏
名
を
記
入
)

費
用
　
無
料

申
込
期
限
　
十
一
月
十
二
日
(
当

日
消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所

業
務
第
一
係
(
〒
1
2
1伊
興
町
前

沼
一
一
五
七
一

六
　
営
(
五
五

一

四
一
五
一
)

お
持
ち
で
す
か

更
生
援
護
を

受
け
ら
れ
る
手
帳

☆
身
体
障
害
者
手
帳

身
体
障
害
者
の
方
が
、
い
ろ
い
ろ

な
更
生
援
護
を
受
け
る
た
め
の
手
帳

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

手
帳
を
お
持
ち
に
な
る
と
、
そ
の

障
害
の
程
度
に
よ
り
、
補
装
具
の
交

付
や
交
通
機
関
の
料
金
割
引
・
各
種

税
の
減
免
な
ど
の
援
護
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
　

各
福
祉
事
務
所

☆
愛
の
手
帳

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
方
が
、い

ろ
い
ろ
な
更
生
援
護
を
受
け
、
ま
た

社
会
の
理
解
と
協
力
や
深
め
る
た
め

の
手
帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

手
帳
を
お
持
ち
に
な
る
と
、
交
通

機
関
の
料
金
割
引
や
各
種
税
の
減
免

な
ど
の
、
援
護
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
請
先
　
▽
十
(
歳
未
満
の
方
=
・
台

東
児
童
相
談
所
(
台
東
区
松
が
谷

一
-
四
-

匸
一
　
営
(
四
ニ
ー
三

五
四
一
)
　

▽
十
(
歳
以
上
の
方

・
=
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
(

新
宿
区
戸
山
町
四
三
　
　

二
〇

三
上
(
I

四
一
)

問
合
せ
先
　

各
福
祉
事
務
所

掲
示
板

保
留
地
処
分

入
札
日
時
　
十
一
月
十
六
日
(
金
)

午
前
十
一
時
～
午
後
一
時
、開

札
午
後
一
時
三
十
分

入
札
場
所

溯
江
土
地
区
画
蓙
理

組
合

区
画
十
四
区
画
(
七
(
・
二
(

平
方
メ
ー
ト
ル
～
五
六
四
平
方

メ
ー
ト
ル
)

現
地
案
内
日
　
十
一
月
十
日
・
十

一
日
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

問
合
せ
先
　
溯
江
土
地
区
画
整
理

組
合
(

〒
1
2
1保
木
問
三
丿
二
六
-

一
　
啻
(
(

四
一
二
〇
六
三
)

ス
ケ
ー
ト
指
導
員

認
定
講
習
会

こ
の
講
習
会
を
受
講
し
、
指
導

員
と
し
て
の
技
術
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
者
は
、
所
定
の
手
続
き
に

よ
っ
て
足
立
区
ス
ヶ
I
ト
連
盟
指

導
員
ま
た
は
、
準
指
導
員
の
資
格

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
十
一
月
二
十
七
日
(
火
)
午

後
六
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

場
所

松
戸
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド

対
象
　
一
般
区
民
で
ク
ロ
'
シ
ン

グ
、
キ
ヤ
ー
リ
ン
グ
、
ス
ト
。

ピ
ン
グ・、
バ
ッ
ク
ス
ケ
ー
デ
ィ

ン
グ
が
一
応
で
き
る
者

受
講
料

無
料
(
滑
走
料
七
百
円
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
区
ユ
ケ

ー
ト
連
盟
　
き
(
(

一
一
九
〇

六
五国

税
庁
で
は
、
毎
年
十
一
月

十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で

を

「
税
を
知
る
週
間

」
と
定
め
て

、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
場
所
　
▽
足
立
税
務
署
　

(
(
(
-

六
二
四
一
　
▽

西
新
井
税
務
署
　
　
(

四
〇

・
　
-
一
一
一
一

家
庭
婦
人
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
教
室

日
時

十
一
月
十
三
日
(
火
)
・
十

五
日
(
木
)
・
十
九
日
(
月
)
の
三

日
間
　
午
前
十
時
～
正
午

場
所
　
松
戸
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド

受
講
料
　
千
(
百
円
(
貸
靴
無
料
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
区
ス
ケ

ー
ト
連
盟
　

営
(
(

一
-
九
〇

六
五区

民
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
つ
ど
い

大
会
　
十
一
月
十
一
日
(
日
)
午

後
○
時
三
十
分
'
l五
時

夕
べ
　
十
一
月
(
日
(
木
)
・
二

十
二
日
(
木
)
午
後
六
時
三
十

分～
九
時

場
所
　
千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館

対
象
　
十
六
蔵
以
上
初
心
者
歓
迎

問
合
せ
先
　
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟
　
　
(
(

一
-
九
〇
六
五

申
告
所
得
税
の
第
二
期
分
の

納
期
限
は
、
十
一
月
三
十
日

(金
)
で
す

。
期
限
内
に
完
納

し
ま
し
ょ
う

。

お
年
玉
つ
き
年
賀

は
が
き
の
発
売

昭
和
五
十
四
年
度
お
年
玉
つ
き

年
賀
(
ガ
キ
を
発
売
し
ま
す
。

お
早
め
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ

い
。

発
売
日
　
十
一
月
五
日
(
月
)

種
類
　
▽
二
十
円
(
寄
付
金
な
し
)

▽
二
十
一
円
(
寄
付
金
つ
き
)

問
合
せ
先
　
足
立
郵
便
局
　
(
(

一
〒

二
〇
〇
一
、
足
立
北
郵

便
局
　
(
(

三
-

二
(

九

二
、
足
立
西
郵
便
局
　
　
(

九

六
圭

二

二
三

青
井
五
丁
目

住
宅
の
公
募

新
規
賀
貸
「
青
井
五
丁
目
住
宅
」

の
地
元
優
先
入
居
者
を
、
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

所
在
地
　
足
立
区
青
井
五
上
}
-

四
〇
(
東
武
線
五
反
野
駅
下

車
徒
歩
約
二
十
分
、
ま
た
は
、

地
下
鉄
千
代
田
繃
綾
瀬
駅
下
車

バ
ス
約
十
分
徒
歩
約
三
分
)

募
集
戸
数
　
五
十
五
戸
(
総
募
集

戸
数
百
三
十
九
戸
)

規
模
・
間
取
　
鉄
筋
鉄
骨
ゴ
ン
グ

リ
ー
ト
造
十
階
建
共
同
住
宅
}

棟
2
D
K
(

和
室
六
量
、六
畳
、

D
K
六
畳
相
当
)

家
賃
　
未
定

募
集
期
間
　
十
一
月
上
旬
予
定

問
合
せ
先
　
東
京
都
住
宅
供
給
公

社
募
集
課
　
営
四
〇
九
丿
二
二

六
一

特
別
区
民
税
第
三
期
分
の
納

期
隕
(
十
月
三
十
一
日
)
は
す

き
ま
し
た
が
、
十
一
月
中
は
ま

だ
、
銀
行
・
價
用
金
庫
・
信
用

組
合
・
農
業
協
同
組
合
で
も
納

め
ら
れ
ま
す
。(
納
税
通
知
書

を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
)

く
わ
し
く
は
、
納
税
課
へ

。

予
定
納
税
額
の

減
額
申
請

予
定
納
税
額
の
馘
額
申
請
は
、

十
一
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

「
昭
和
五
十
四
年
分
所
得
税
の

予
定
納
税
額
の
通
知
書
」
を
受
け

た
方
で
、
次
の
場
合
に
は
予
定
納

税
額
の
減
額
申
謂
が
お
得
で
す
。

▽
事
業
を
廃
業
、
休
業
し
た
場
合

▽
災
害
や
盗
難
、横
領
に
よ
り
損

害
を
受
け
た
場
合

▽
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
▽
業
況
不
振
に
よ
り
業
紋
が
低
下

し
た
場
合

な
お
、
減
額
申
閘
の
手
続
き
は

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
税
務
署
　
(
(
(

上
(
二
四
一
、西
新
井

税
務
署

啻
八
四
〇
I
一
一
一
一

へ
。十

一
月
三
十
日
は
、
佃
人
事

業
税
の
第
二
期
分
の
納
期
限
で

す
。
忘
れ
ず
に
お
納
め
く
だ
さ

い
。身

体
障
害
者

若
者
の
集
い

身
障
者
と
し
て
の
生
き
方
を
考

え
、
友
を
求
め
結
婚
を
考
え
合
う

身
障
者
の
会
で
す
。

毎
月
第
三
日一
日
に
、
東
京
都

身
障
者
福
祉
会
館
に
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
百
万
人
の
広
場
(

丸
山
儻
也

雪
四
七
三
丿
匸
一

二
こ
へ
。
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